
　

会
員
が
全
国

で
1
，5
0
0
社

を
超
え
ま
し
た
。

近
畿
ブ
ロッ
ク
各

支
部
で
は
機
会
毎
に
業
界
に
迫

る
大
き
な
変
化
の
潮
流
が
話
題

に
な
って
い
ま
す
。賃
貸
管
理
業

界
〜
賃
貸
住
宅
経
営
者（
オ
ー

ナ
ー
）に
と
っ
て
、新
し
い

流
れ
への
対
応
が
急
が
れ

ま
す
。各
支
部
は
専
門

家
を
招
い
て
勉
強
や
相

談
会
を
実
施
。今
年
も

そ
の
流
れ
は
継
続
し
ま
す
。

　

大
き
く
は
1
2
0
年
ぶ
り
と

い
う
民
法
改
正
、民
泊
新
法
の

施
行
、住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
改
正
、I
T
重
説
の
運
用
な

ど
。こ
れ
ら
は
賃
貸
借
契
約
の

変
化
、貸
し
方
の
多
様
化
、入

居
促
進
の
強
化
、入
居
に
至
る

新
手
法
な
ど
を
生
じ
ま
す
。

レ
ベ
ル
向
上
す
る
支
部
活
動

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
各
支
部
で
は

新
事
態
へ
の
取
組
み
は
早
く
、

自
発
的
な
勉
強
会
は
も
ち
ろ
ん
、

オ
ー
ナ
ー
を
対
象
に
し
た
弁
護

士
に
よ
る
民
法
改
正
の
講
演
。一

方
で
行
政
側
が
参
加
し
て
の
現

実
的
な
民
泊
に
対
す
る
行
政

方
針
の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
最
中
に
京
都
で
は
日
管
協

京
都
府
支
部
会
員
ら
を
主
に

行
政
も
後
押
し
す
る〝
民
泊
協

会
〞を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。合

法
民
泊
が
少
な
い
現
在
、民
間

側
が
率
先
し
た
組
織
の
結
成
は

注
目
で
す
。（
詳
細
5
面
）

　

新
し
い
動
き
と
し
て「
日
管

協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」へ
近
畿
の
各
支

部
か
ら
大
勢
の
会
員
が
参
加
。

こ
れ
は
管
理
業
に
と
って
明
日
へ

の
問
題
点
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
と

み
た
か
ら
で
す
。27
の
セ
ミ
ナ
ー

会
場
は
直
面
す
る
課
題
に
ダ
イ

レ
ク
ト
な〝
答
〞の
集
結
で
し
た
。

本
部
の
14
専
門
委
員
会
が
中

心
と
な
っ
た
研
究
成
果
は
絶
好

の
学
ぶ
場
で
し
た
。参
加
者
は

社
内
に
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
し
て
伝

え
ま
す
。

　

向
上
す
る
日
管
協
。今
年
は

「
管
理
業
法
」制
定
への
道
が
さ

ら
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

●
入
会
歓
迎
。
新
し
い
賃
貸
管
理
業
の
確
立
へ
。
み
ん
な
で
新
分
野
へ
の
挑
戦
を
！ 

●
●
●
●

　

日
管
協
で
は
働
く
女
性
を

応
援
す
る「
ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ー
マ

ン
」を
毎
年
表
彰
。広
い
社
会
へ

女
性
を
育
て
送
り
出
す
き
っ
か

け
づ
く
り
で
す
。レ
デ
ィ
ー
ス
委

員
長
の
北
澤
艶
子
氏
は
日
管
協

の
会
長
就
任
時
か
ら
、「
女
性
こ

そ
管
理
業
に
向
い
て
い
る
。強
い

気
持
ち
で
仕
事
に
臨
ん
で
く
だ

さ
い
」と
励
ま
し
て
き
ま
し
た
。

安
倍
総
理
大
臣
の「
女
性
の
時

代
」の
表
明
、追
い
風
も
あ
っ
て

女
性
の
各
分
野
で
の
活
躍
が
目

立
って
き
ま
し
た
。

国
交
省
初
の
女
性
局
長
誕
生

　

そ
う
い
う
時
、日
管
協
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
登
場
機
会
が
多
い
国

土
交
通
省
の
伊
藤
明
子
氏
が

女
性
初
の
住
宅
局
長
に
就
任
。

『
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
』で
も
か

つ
て
ゲ
ス
ト
登
場
し
ま
し
た
。

就
任
会
見
で
は「
改
正
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
」の
有
効
活
用
の

重
要
性
を
述
べ
ま
し
た
。日
管

協
と
関
係
の
深
い
国
交
省
の
重

要
部
署
の
ト
ッ
プ
だ
け
に
頼
り

に
な
る
女
性
の
登
場
で
す
。

　

日
管
協
の
各
支
部
で
は
多
く

の
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
活
動
中
で

す
。北
澤
艶
子
レ
デ
ィ
ー
ス
委

員
長
は
も
と
よ
り
、北
九
州
の

浜
中
美
和
子
副
会
長
、近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
大
阪
府
支
部
の
田

中
与
志
子
氏
、京
都
府
支
部
の

岡
嶋
緑
氏
な
ど
各
リ
ー
ダ
ー
の

活
動
が
目
立
ち
ま
す
。

　

大
阪
府
支
部
の「
オ
ー
ナ
ー

 

ニ
ュ
ー
ス

■女性
の
未
来
テ
ー
マ
に

日
米
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

　
「
住
宅・不
動
産
業
で
働
く

女
性
の
未
来
像
」を
テ
ー
マ
に

し
た
日
米
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
昨

秋
東
京
都
内
の
住
宅
金
融
支

援
機
構
内
の「
す
ま
い・る
ホ
ー

ル
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
は（
一
社
）日
米
女
性

ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
。

後
援
は
国
交
省
、日
管
協
、不

動
産
専
門
紙
な
ど
各
不
動
産

団
体
。

　

当
日
は
国
交
相
の
毛
利
信

セ
ミ
ナ
ー
」で
は
田
中
氏
を
中

心
に
独
自
の
視
点
で
作
り
上
げ

た
企
画
に
も
っ
と
も
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。ま
た
、京
都
の
岡

嶋
氏
は
男
性
の
参
加
も
歓
迎
と

い
う
一工
夫
あ
り
の
研
修
を
実

施
、こ
れ
ら
の
成
功
は
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
あ
って
こ
そ
で
す
。ま
た
、

岡
嶋
氏
は
東
西
の
レ
デ
ィ
ー
ス

委
員
を
京
都
に
集
め
た
交
流
や

研
修
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。刺

激
を
受
け
、そ
れ
ら
に
続
く
女

性
も
増
え
、人
材
は
次
々
と

育
って
い
ま
す
。

　

今
回
の「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ

ム
」で
は
最
後
に
全
国
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、ゲ
ス
ト
に
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
コ
シ
ノ・ジ
ュン
コ
氏

を
招
き〝
女
性
〞に
つ
い
て
話
す

機
会
を
設
け
大
盛
況
に
。日
管

協
で
は
す
で
に
調
査
を
終
え
た

「
女
性
の
就
労
状
況
」の
結
果

を
検
討
し
、さ
ら
な
る
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

大阪府支部のレディース部会
田中与志子部会長

　

近
畿
ブ
ロッ
ク
6
支
部
の
幹
事
会
で
は
毎
回
、長
田
修

ブ
ロ
ッ
ク
長
が
日
管
協
本
部
の
活
動
方
向
を
細
部
に
わ

た
っ
て
伝
え
て
い
ま
す
。だ
か
ら
各
支
部
は
日
常
的
に
地

域
の
特
性
に
合
っ
た
活
動
を
し
つつ
も
大
枠
で
は
日
管
協

の
基
本
的
な
計
画
に
沿
っ
て
い
ま
す
。昨
秋
の「
オ
ー

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」〝
賃
貸
住
宅
の
住
環
境
向
上
セ
ミ

ナ
ー
〞で
業
界
へ
の
課
題
が
示
さ
れ
、そ
の
対
処
が
新
年

の
活
動
の
中
心
で
す
。長田修

近畿ブロック長

「
ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ー
マ
ン
」続
出

日管協　近畿ブロック6支部の活動
潮流に乗って前進。近代管理へ加速

激
動
の
賃
貸
住
宅
市
場
直
視
し
て

全
国
で
会
員
1
，5
0
0
社
に

二
事
務
次
官
、同
、伊
藤
明
子

住
宅
局
長
、民
間
か
ら
東
急
リ

バ
ブ
ル
の
社
長
で（
一
社
）不
動

産
流
通
経
営
協
会
理
事
長
の

榊
真
二
氏
、ハ
ワ
イ
大
学
の
理

事
、キ
ャ
サ
リ
ン・カ
ガ
ワ
氏
が

講
演
し
ま
し
た
。

　

業
界
で
働
く
女
性
の
活
躍
、

現
在
を
踏
ま
え
た
未
来
に
つ
い

て
が
共
通
の
テ
ー
マ
で
し
た
。

■受験
者
数
が
過
去
最
高
に

賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
試
験

　
「
賃
貸
不
動
産
経
営
管
理

士
」の
受
験
が
昨
年
11
月
19
日

に
全
国
36
の
会
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。結
果
、1
万
6
6
2
4

人
が
受
験
し
、過
去
最
高
に
。

管
理
士
資
格
者
は
現
在
4
万

3
0
0
0
人
で
5
万
人
へ
到

達
は
目
前
。改
正
さ
れ
た
管
理

会
社
登
録
制
度
の
登
録
要
件
が

「
一
社
に一
人
の
管
理
士
設
置
」

と
な
り
、こ
れ
が
受
験
者
増
と

つ
な
が
り
ま
し
た
。国
家
資
格

化
へ一歩
前
進
。合
格
者
は
近
く

発
表
さ
れ
ま
す
。

 

お
知
ら
せ

広
報
紙「
日
管
協
ト
ゥ
デ
イ
」

第
3
号
発
刊
近
づ
く

　

日
管
協
の
全
国
版
広
報
紙

「
日
管
協
ト
ゥ
デ
イ
」の
第
3
号

が
新
春
発
行
へ
。紙
面
も
3
号

目
を
迎
え
内
容
を
充
実
、業
界

の
動
き
、関
連
法
律
や
住
宅
政

策
の
進
捗
状
況
。各
支
部
の
活

動
や
委
員
会
の
動
き
、設
備
関

連
の
詳
細
な
ど
、前
回
以
上
に

読
み
応
え
は
十
分
で
す
。

日管協も女性の時代
　「生活総合サービス」ということば
が目に付く昨今。業界はビジネス
フィールドの拡大を可能として動き出
しています。そうなれば自然に女性
の働く場面が増えるのは当然。日管
協では北澤艶子レディース委員長
が早くから女性の活動を後押し、全
支部へ〝女性の働く場〟として適性を
主張しています。ここ数年、その努力
が実ってきました。各支部で女性の
リーダー役が続出して、いよいよ彼女
らの働ける場、戦力として注目されて
います。これから先がさらに楽しみ。
業界での〝女性〟をテーマにした日米
カンファレンスも開催されました。京都府支部レディース部会

岡嶋緑部会長
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貴
重
で
す
」と
。日
管
協
総
合
研

究
所
の
主
任
相
談
員
、長
井
和

夫
氏
の
解
説
と
デ
ー
タ
に
よ
る

市
場
の
現
況
。管
理
業
務
の
基

本
と
な
る
貴
重
な
勉
強
の
場
に

な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
加
え
て

支
部
の
顧
問
弁
護
士
、上
甲
悌

二
氏
の「
契
約
に
関
す
る
基
礎

知
識
」。二つの
研
修
は
開
催
で
の

定
番
と
し
て
人
気
が
継
続
。

　

2
日
間
を
通
し
て
研
修
ブ
ー

ス
は
満
員
と
70
％
の
入
り
と
い

う
割
合
い
。実
務
や
新
法
律
に

関
し
て
は
目
的
を
持
っ
て
来
場

し
た
人
が
、し
っ
か
り
勉
強
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
注
目
は
初
登
場
の

テ
ー
マ〝
相
続
〞に
絡
む
エン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の
講
演
で
す
。ブ
ー

ス
内
で
も「
聞
い
て
お
き
た
い
」

と
い
う
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
。

「
相
続
」は
時
代
が
ど
う
変
化

し
よ
う
と
管
理
の
仕
事
の一つ
と

　

こ
の
と
こ
ろ
近
畿
ブ
ロッ
ク
の

各
支
部
で「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」が

盛
ん
で
す
。参
加
者
も
増
え
る

一
方
。理
由
は
日
頃
か

ら
関
心
の
あ
る
他
社
を

知
り
、経
営
の
参
考
に

し
た
い
と
い
う
発
想
で

す
。こ
の
動
き
、当
分

続
き
そ
う
で
す
。な
ぜ

関
心
が
あ
る
の
か
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

　

管
理
会
社
と
し
て

先
進
の
手
法
を
駆
使

し
て
事
業
を
拡
大
、新

分
野
へ
の
挑
戦
、ま
た

独
自
性
の
あ
る
社
内

環
境
づ
く
り
で
人
事
の

育
成
に
成
功
し
て
い
る

な
ど
、客
観
的
に
も
結

果
を
残
し
て
躍
進
が

目
立
つ
企
業
が「
ベン
チ

マ
ー
ク
」の
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
早
く
か

ら
大
阪
府
支
部
が
積
極
的
に

取
り
組
み
、こ
れ
が
ブ
ロッ
ク
全

体
に
波
及
中
で
す
。「
気
に
な
る

こ
の
会
社
の
躍
進
理
由
を
知
り

た
い
、デ
ー
タ
が
欲
し
い
」。参
加

者
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
は

「
時
間
を
か
け
て
対
象
会
社
に

接
触
で
き
る
機
会
づ
く
り
も
魅

力
を
感
じ
る
と
こ
ろ
。現
地
で

社
員
と
直
接
交
流
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
は
得
る
も
の
が
多
い
」と
聞

き
ま
す
。「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」の
目

的
は
賃
貸
管
理
業
界
全
体
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の一
手
法
で
、

結
果
、「
参
考
に
な
り
ま
し
た
」

の
反
応
は
多
く
、今
後
も
続
き

そ
う
で
す
。

　

昨
年
の
夏
に
行
わ
れ
た
大
阪

府
支
部
の
ベン
チ
マ
ー
ク
委
員
会

（
太
田
卓
利
委
員
長
）が
企
画

し
た「
宅
都
」に
お
け
る〝
ス
キ

ル
公
開
〞の
会
場
は
予
定
来
場

者
を
上
回
る
61
名
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。レ
ジ
ュメ
も
充
実
、

管
理
増
への
取
組
み
、社
内
の
体

質
改
善
、差
別
化
の
進
捗
な
ど

太
田
社
長
ら
が
話
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は

「
ベン
チ
マ
ー
ク
」の
対
象
は
九
州

の
三
好
不
動
産
、四
国
の
三
福

賃
貸
セ
ン
タ
ー
、京
都
の
長
栄
、

金
沢
の
ク
ラ
ス
コ
、地
元
の
宅
都
、

北
海
道
の
三
光
不
動
産
な
ど
。

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
企
業
展
開
で

実
績
を
残
し
た
気
に
な
る
企
業

ば
か
り
で
す
。そ
の
後
は「
日
管

協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
対
象
に
す
る

な
ど
の
動
き
も
出
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に〝
マ
ー
ク
〞の
拡

大
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

生
き
た
情
報
取
得
の
場
に

　

新
聞
社
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
ら
し
く
情
報
か
ら
解
説
ま
で

来
場
者
の
求
め
る〝
い
ま
知
り

た
い
こ
と
〞に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ

た
構
成
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

9
月
29
日（
金
）と
30
日（
土
）

の
両
日
、大
阪
市
内
の「
イ
ン

テ
ッ
ク
ス
大
阪
」で
全
国
賃
貸
住

宅
新
聞
社
が
開
催
し
た「
賃
貸

住
宅
フ
ェア
2
0
1
7
i
n
大

阪
」が
2
日
間
の
日
程
を
終
了
。

　

不
動
産
会
社
向
け
に
空
家
、

リ
ノ
ベ
、投
資
、空
室
、サ
ブ
リ
ー

ス
、紛
争
へ
の
対
処
方
法
。こ
れ

ら
は
賃
貸
住
宅
経
営
者
や
管

理
会
社
に
と
っ
て
情
報
取
得
の

貴
重
な
場
で
あ
り
、各
講
演

ブ
ー
ス
は
賑
わ
い
ま
し
た
。空

き
家
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
も

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
向
け
て
の

方
法
を
公
開
。初
日
に
は「
不

動
産
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
行
わ
れ
各
企
業
の
新
発
想
に

よ
る
発
表
に
大
勢
が
注
目
し
ま

し
た
。次
秋
の
開
催
が
期
待
さ

れ
ま
す
。日
管
協
大
阪
府
支
部

は「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」会
場

と
し
て
ブ
ー
ス
出
展
し
ま
し
た
。

2
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
の
は
全
国
で
大
阪
府
支
部
だ
け
。

こ
れ
は
全
国
賃
貸
住
宅
新
聞
社
が
主
催
す
る
2
日
間
の「
賃
貸

住
宅
フ
ェ
ア
」内
ブ
ー
ス
を
利
用
し
た
か
ら
で
す
。大
勢
の
来
場
者

が
確
保
さ
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、そ
の
中
で〝
セ
ミ
ナ
ー
〞

は
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
の
講
演
や
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ブ
ー
ス
を

設
け
て
の
日
管
協
の
P
R
も
効
果
的
で
し
た
。

　

オ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
多
数
の

賃
貸
不
動
産
市
場
に
か
か
わ
る

来
場
者
が
何
に
関
心
を
持
ち
、

ど
の
ブ
ー
ス
を
選
択
す
る
の
か

は
、今
後
の
参
考
に
な
り
、同
時

に
新
年
へ
の
活
動
材
料
に
も
な

り
ま
す
。大
阪
府
支
部
で
は

〝
入
場
者
像
〞を
デ
ー
タ
化
し
、

さ
ら
に
細
か
く
分
析
。

　

来
場
者
に
関
し
た
支
部
の
ま

と
め
に
よ
る
と
、
参
加
者

6
2
1
名
。人
気
を
集
め
た
初

日
の
空
室
対
策
や
ク
レ
ー
ム
の

現
場
最
前
線
と
称
し
た
日
管

協
塩
見
紀
昭
副
会
長
の
講
演

に
1
5
6
名
が
参
加
。次
に
民

法
改
正
と
実
務
への
影
響
と
題

し
た
大
阪
府
支
部
顧
問
弁
護

士
の
上
甲
悌
二
氏
の
講
演
に

1
1
0
名
。レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
の

「
も
う
一つ
の
空
室
対
策
」が

1
0
0
名
。や
は
り
現
実
的
で

経
営
に
関
わ
る
新
鮮
な
内
容
が

期
待
さ
れ
る
傾
向
で
し
た
。さ

ら
に
分
析
し
た
デ
ー
タ
を
大
阪

府
支
部
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

毎
回
恒
例
の
地
道
な「
新
人・

若
手
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
フ

レッシュマン
が
熱
心
に
メ
モ
を
とっ

て
い
ま
し
た
。あ
る
会
社
の
幹
部

は「
会
社
で
は
出
来
な
い
教
育
の

機
会
な
の
で
こ
こ
で
の
研
修
は

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
7
」来
場
者
の
意
識
の
高
さ
実
感

一
般
〜
不
動
産
業
界
へ
ア
ピ
ー
ル
効
果
あ
り

若手研修　上甲弁護士の講演

独自性あふれるレディース部会の
講演会場

忙しい日管協ブースでの対応

会場はオーナーや
不動産関係者が訪れて
2日間賑わいました

〝
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
〞閉
幕 

全
国
賃
貸
住
宅
新
聞
社
　
主
催

し
て
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。オ
ー
ナ
ー
か

ら
信
頼
さ
れ
る
に
は「
相
続
」に

強
い
業
務
体
質
が
必
要
だ
と
改

め
て
会
場
か
ら
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

2
日
目
、超
満
員
だ
っ
た
の
が

レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
会
に
よ
る「
も

う
一つ
の
空
室
対
策
、実
例
、今

の
入
居
者
を
退
去
さ
せ
な
い
た

め
の
施
策
」。こ
れ
に
は
賃
貸
経

営
者
や
管
理
会
社
の
双
方
か
ら

出
席
が
あ
り
、期
待
感
が
あ
り

あ
り
の
満
席
状
況
で
し
た
。新

し
い
事
例
を
基
に
ズ
バ
リ
暮
ら

し
や
す
い
環
境
の
創
出
を
女
性

が
実
例
を
示
し
て
発
表
し
た
の

が
成
功
。女
性
目
線
を
生
か
し

た
実
例
紹
介
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を

も
た
ら
せ
ま
し
た
。

忙
し
い
日
管
協
ブ
ー
ス

　

特
設
の「
日
管
協・大
阪
府
支

部
の
ブ
ー
ス
」で
は
日
管
協
の
P
R

や
活
動
に
絡
む
資
料
7
3
0
セッ

ト
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
全
体
構
成
と
し
て

各
研
修
ブ
ー
ス
の
目
的
が
明
確

化
さ
れ
、来
場
す
る
側
に
は
判

別
し
や
す
か
っ
た
よ
う
で
す
。

前
年
比
で
入
場
者
が
減
っ
た
の

は
会
場
全
体
の
来
場
者
減
と
の

関
係
で
す
。な
お
、初
日
に
賃

貸
住
宅
管
理
業
者
登
録
制
度

に
つ
い
て
国
土
交
通
省
近
畿
地

方
整
備
局
の
担
当
者
か
ら
制
度

の
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

お
知
ら
せ

■大阪
府
が〝
原
状
回
復
〞の
窓
口

問
題
解
決
へ
の
方
法
相
談

　

大
阪
府
の
住
宅
ま
ち
づ
く

り
部
居
住
企
画
課
、建
築
振

興
課
は
原
状
回
復
に
関
し
た

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

「
大
阪
府
原
状
回
復
」で
検
索
。

参加者であふれる会場（大阪）

社屋のユニークさも参考に（金沢）

企
画
ヒ
ッ
ト
！　

参
加
者
増
え
る
傾
向
に

対
象
は「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」ま
で

流行「ベンチマーク」。評価の背景は ●他社を知る絶好の機会
●人材交流もプラスに

〝マーク〟の
対象 拡大方向

大
阪
府
支
部
主
催
　
6
2
1
名
が
参
加
、資
料
7
3
0
セ
ッ
ト

日管きんき〈2〉 େ阪ࢧ෦
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「
震
災
リ
ス
ク
対
策・対
応
を

考
え
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カッ
ショ

ン
」が
正
式
テ
ー
マ
。東
北
、熊
本

と
大
震
災
の
後
、地
元
の
管
理

会
社
の
幹
部
を
招
い
て
震
災
の

状
況
と
そ
の
時
果
た
せ
る
役
割

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
何
度
も

経
験
し
て
き
ま
し
た
。そ
れ
ら

は
全
て
災
害
時
に
は「
休
め
な
い

管
理
業
」を
浮
き
彫
り
に
し
、日

常
か
ら
対
処
方
法
を
用
意
す

る
こ
と
で
リ
ス
ク
の
最
小
限
化
、

準
備
の
大
切
さ
の
指
摘
で
し
た
。

　

大
阪
府
支
部
は
企
画
研
修・

業
務
研
究
委
員
会（
松
尾
充
秦

委
員
長
）が
再
度
、災
害
発
生

　

幅
広
い
活
動
へ
取
り
組
み
が
早

い
の
が
大
阪
府
支
部
の
特
徴
。支

部
長
は〝
管
理
の
向
上
〞を
活
動
の

理
念
と
し
、そ
れ
に
沿
っ
た
イ
ベ
ン

ト
や
研
修
へ
各
委
員
会
が
動
き
や

す
い
よ
う
に
支
え
て
い
ま
す
。日
常

の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
の
竹
中
力

副
支
部
長
や
野
村
陽
一事
務
局
長

ら
に
よ
る〝
用
意
〞が
万
全
な
の
も

特
徴
で
す
。

　

研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
で
は
全
員
で

協
力
。そ
れ
が
発
揮
さ
れ
る
の
が

総
務
委
員
会
が
リ
ー
ド
す
る

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」で
す
。来

場
者
の
多
い
セ
ミ
ナ
ー
に
は
力
が

入
る
の
は
当
然
で
、日
管
協

本
部
か
ら
事
務
局
担
当
者

や
会
長
が
加
わ
り
、副
会
長

も
来
阪
し
て
講
演
。視
野

を
広
げ
た
企
画
を
連
続
さ

せ
、日
管
協
の
知
名
度
向
上

へ
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
一方
で
企
画
研
修・業
務

研
究
委
員
会（
松
尾
充
秦

委
員
長
）が
管
理
業
界
へ
入っ

て
く
る
若
手
社
員
向
け
に
毎
年
地

道
な
基
礎
研
修
を
。こ
れ
は
各
社

か
ら「
自
社
で
は
で
き
な
い
の
で
」と

好
評
で
す
。ま
た
、参
加
者
が
回
を

追
う
ご
と
に
増
え
る「
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
」。ベ
ン
チ
マ
ー
ク
委
員
会（
大
田

卓
利
委
員
長
）が
企
画
。会
員
が
興

味
を
示
す
会
社
への
訪
問
で
す
。他

社
を
知
る
た
め
好
評
で
す
。

　
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会（
田
中
与
志
子

部
会
長
）の
活
動
も
目
立
ち
、オ
ー

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
ブ
ー
ス
を
満
員

に
さ
せ
た
の
も
日
頃
の
努
力
の
積

み
重
ね
で
し
ょ
う
。ネ
ッ
ト
上
で
絶

え
ず
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
し
、会
議
を

重
ね
た
結
果
が
出
て
い
ま
す
。日

管
協
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
の
女
性
の

〝
や
る
気
〞

は
熱
く
伝

わ
っ
て
き

ま
す
。

　

近
畿
ブ

ロッ
ク
が
昨

夏
、
主
催

し
た
満
員

の
研
修
会

を
支
え
た

の
も
大
阪
府
支
部
。末
永
照
雄
会

長
を
招
き
会
員
と
の
交
流
も
実

現
。〝
登
録
制
度
〞の
参
加
促
進
へ

国
交
省
の
近
畿
地
方
整
備
局
か

ら
担
当
2
名
が
制
度
を
図
示
し

な
が
ら
解
説
。会
場
は
満
席
状
態

で
し
た
。

　

恒
例
の
幹
事
会
に
出
席
す
る
の

は
管
理
会
社
の
ほ
か
、保
険
、I
T
、

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、各
企
業
の
参
加

が
あ
り
、懇
親
会
で
の
交
流
で
情

報
交
換
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
阪
府
支
部
は
活
動

の
構
成
が
立
体
的
な
の
が
特
徴
。

新
入
会
員
増
加
に
効
果
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。〝
入
会
し
て一緒
に
や

り
ま
せ
ん
か
〞。い
か
に
し
て
未
加

入
者
か
ら
注
目
さ
れ
る
か
を
考
え

つつ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

川中伸一支部長

クローズアップ　大阪府支部の活動 1
0
0
社
を
超
え
る
会
員
会
社
が

〝
震
災
リ
ス
ク
〞を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
大
阪
府
支
部
）

実
行
事
例
や〝
考
え
る
力
〞引
き
出
す
場
に

研
修 
〝
震
災
〞に
お
け
る
対
策
を
議
論

　

大
き
な
震
災
を
２
度
も
経
験
し
た
後
、管
理
業
界
は
改
め
て
災

害
時
で
の
対
処
能
力
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。大
阪
府
支

部
で
は
今
回
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
形
式
の
研
修
で
震
災
リ
ス

ク
全
般
に
つ
い
て
再
度
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。管
理
会
社
の
災

害
対
応
は
備
え
の
充
実
、役
割
の
認
識
、被
災
地
か
ら
の
学
び
│
と
、

議
論
は
続
き
ま
し
た
。

グループ別に集まって議論

　

大
阪
府
支
部
の
幹
事
、

森
山
恭
子
氏
が「
賃
貸
不

動
産
経
営
管
理
士
通
信
」

第
2
号
編
集
企
画
の〝
輝

く
女
性
を
訪
ね
て
〞」に

登
場
。

　

森
山

氏
は
パ

ナ
ホ
ー

ム
不
動
産
の
大
阪
営
業
所
長
と

し
て
活
躍
中
で
支
部
の
幹
事
会

へ
も
毎
回
出
席
し
て
い
ま
す
。

賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
、宅

地
建
物
取
引
士
、フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
所
有
資

格
が
ズ
ラ
リ
の
勉
強
家
で
知
ら

れ
た
人
。

　

誌
面
で
は「
資
格
は
責
任
感

を
維
持
し
て
実
務
を
こ
な
し
て

い
く
の
に
必
要
で
、社
員
力
に

も
通
じ
て
い
ま
す
。自
信
を
持
っ

て
仕
事
を
続
け
て
い
く
の
に
資

格
取
得
は
説
得
力
を
高
め
る
た

め
に
有
効
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

〝
管
理
士
〞を
目
指
し
た
勉
強

が
実
務
を
こ
な
す
た
め
に
役
立

つ
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

同
通
信
は（
一社
）賃
貸
不
動
産

経
営
管
理
士
協
議
会
が
発
行

し
て
い
ま
す
。

パ
ナ
ホ
ー
ム
不
動
産
　
森
山
恭
子
氏
登
場

「
賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
通
信
」に

松尾充秦委員長

ニュース ●●●●  newsと
管
理
会
社
の
役
割
に
つ
い
て

を
重
要
視
し
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョン
を
企
画
。11
月
10
日

（
金
）大
阪
市
内
の
会
議
場
で

研
修
と
懇
親
会
を
開
き
ま
し

た
。こ
の
会
で
は
特
に
参
加
し

た
若
手
中
堅
社
員
か
ら
鮮
度

と
説
得
力
の
あ
る
考
え
を
聞

き
出
そ
う
と
い
う
意
図
が
あ
り

ま
し
た
。

　
１
部
は
松
尾
委
員
長
ら
に
よ

る
前
回
の
研
修
結
果
の
発
表
。

自
社
の
対
策
や
実
施
事
例
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
発
表
。

ま
た
、ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
を
作
成

し
、オ
ー
ナ
ー
と
災
害
対
応
で

話
し
合
う
機
会
の
重
要
さ
を

強
調
。参
加
し
た（
株
）宅
都
か

ら
は
全
社
員
が
社
内
で
身
近
に

置
く
、災
害
対
応
の
リ
ュッ
ク

サ
ッ
ク
を
公
開
し
ま
し
た
。リ
ク

ル
ー
ト
社
な
ど
は
す
で
に
災
害

対
応
を
実
施
。業
界
内
で
は
予

想
よ
り
対
策
は
進
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

数
歩
前
を
行
く
対
策
の
い
く
つ

か
が
聞
け
ま
し
た
。

　

２
部
は
テ
ー
ブ
ル
を
6
つ
に

分
け
、参
加
者
が
5
名
ず
つ

テ
ー
マ
ご
と
に
自
分
の
考
え
を

発
表
。相
手
の
意
見
に
も
耳
を

傾
け
つ
つ
話
し
合
い
は
長
時
間

に
及
び
ま
し
た
。

　

予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
発
生
時
へ
の
事
前
対
策・対

応
の
具
体
的
方
法
な
ど
に
つ
い

て
各
テ
ー
ブ
ル
で
積
極
的
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。各

種
の
対
策
が
広
く
認
識
さ
れ
る

こ
と
が
こ
の
会
の
目
標
で
す
。

　

共
通
し
た
意
見
は「
各
社
の

対
策
、対
応
の
細
か
な
事
例
を

参
考
に
し
た
い
」「
い
ざ
災
害
の

時
、我
が
社
の
優
先
順
位
を
明

確
化
し
て
お
き
た
い
」「
従
来
の

訓
練
が
果
た
し
て
役
に
立
つ
の

か
」「
事
前
対
策
や
事
後
対
策

は
各
社
オ
ー
プ
ン
に
し
て
参
考

に
し
た
い
」「
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
と

災
害
の
リ
ス
ク
に
つい
て
話
し
合

い
の
機
会
を
設
け
て
い
る
」な
ど
、

各
社
の
取
り
組
み
と
希
望
が
。一

方
で
オ
ー
ナ
ー
を
交
え
て
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
も
行
って
は
│

な
ど
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

 

お
知
ら
せ

　当面の目標正会員数は130社。現在112社だから今が会員拡大
への踏ん張りどころ。役員は支部長の川中伸一氏以下28名。執行
役員会、幹事会を定期的に行い、支部活動の方向を決め次 と々実
行へ。支部長以下ベテラン幹事が加わり、人事構成でも立体的活動
が大阪府支部の特徴です。

効
果
発
揮
の
イ
ベ
ン
ト
、連
続
成
功

盛り上がる幹事会

優
勝
は
塚
本
純
司
氏

大
阪
府
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

大
阪
府
支
部
の「
親
睦
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」が
12
月
6
日（
水
）兵
庫

県
加
東
市
の「
レ
ー
ク
ス
ワ
ン
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
」で
開
催
さ

れ
、（
株
）ス
マ
サ
ポ
社
の
塚
本
純

司
氏
が
優
勝
。2
位
は（
株
）エ

ス
テ
ー
ト
ト
ー
ワ
社
の
中
西
亜

由
美
氏
。

大阪府支部　メモリー
● 会員数　会員142社（正会員112社、
子会員30社）
● 支部長　川中伸一氏（㈱宅都　社長）
● 事務局長　野村陽一氏（㈱スマサポ）
　28名の役員で構成
●事務局
　 〒530-0002 大阪市西区江戸堀2丁
目1番1号　江戸堀センタービル
　（セーフティジャパン・リスクマネジメント㈱内）
TEL.06-6225-9055　FAX.06-6225-9056

※入会の問い合わせは上記へ。

会場で公開された防災グッズ

日管きんき〈3〉େ阪ࢧ෦

●土地有効活用 ●賃貸住宅管理
●仲介全般　　 ●リフォーム事業

株式会社 関西建設
大阪府知事（１１）第１４２５８号

〒541-0058 大阪市中央区南久宝寺町1丁目6番5号
Tel.06-6266-6060 Fax.06-6266-6002

賃貸住宅経営の
ベストパートナー
〈豊かさを提案します〉

経営理念
一、私達はお客様を第一として、信頼・安

心・喜びを与えます
一、私達はお客様の資産の有効活用と

都市再生に貢献致します
一、私達は感謝と喜びを持って幸せと生

きがいのある会社を作ります

京都市伏見区深草北新町643-2
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聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
て
い

る
だ
け
で
は
ピ
ン
と
こ
な
い
。2

支
部
合
同
で
た
く
さ
ん
の
目
線

で「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
訪

れ
よ
う
と「
ベン
チ
マ
ー
ク
」の
場

と
し
て
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

結
果
は
大
い
に
収
穫
あ
り
で
各

自
、自
社
へ
持
ち
帰
り
、生
か
そ

う
と
い
う
考
え
で
す
。

　

昨
秋
の
11
月
14
日（
火
）に

開
催
さ
れ
た
日
管
協
最
大
の
イ

ベ
ン
ト「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」。

京
都
府
支
部
は「
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
」の
対
象
と
し
研
究
の
成
果

の
数
々
に
接
し
、次
回
は
も
っ
と

大
勢
で
と
、同
行
の
滋
賀
県
支

部
会
員
と一致
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
の
I
T
重
説
や
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
へ
の
対
応
、

民
泊
運
営
、賃
貸
住
宅
の
流
通

な
ど
の
研
修
は
レ
ジュメ
も
充
実
、

予
想
通
り
収
穫
の
場
に
。改
め
て

〝
参
加
し
て
よ
か
っ
た
〞の
声
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
よ
る
と「
講
演
者

や
支
部
の
人
に
直
接
会
い
、名

刺
交
換
を
し
て
交
流
で
き
、今

後
の
自
社
の
仕
事
に
生
か
せ
そ

う
な
の
が
収
穫
。デ
ザ
イ
ン
や
リ

ノ
ベ
な
ど
の
先
端
を
い
く
高
収

益
モ
デ
ル
な
ど
の
デ
ー
タ
も
参

考
に
な
っ
た
」と
。管
理
会
社
の

社
員
に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
の

フ
ィ
ー
ル
ド
の
広
さ
を
実
感
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
ヒ
ン
ト
を

得
た
よ
う
で
、フ
ォ
ー
ラ
ムへの
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
は
今
年
も
成
功
で

し
た
。次
の
日
は
ゴ
ル
フ
を
楽
し

み
全
行
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

京
都
府
支
部
の
レ
デ
ィ
ー
ス

部
会
の
活
動
は〝
積
極
的
〞そ
の

も
の
で
す
。テ
ー
マ
の
選
択
、動

き
の
範
囲
が
広
い
の
も
特
徴
。

ど
の
場
所
で
も
先
頭
に
立
っ
て

い
る
の
は
岡
嶋
緑
部
会
長
で
す
。

注
目
の
実
績
は
本
部
の
北
澤
艶

子
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
会
委
員
長

ら
と
京
都
で
行
っ
た
東
西
の
女

性
に
よ
る
合
同
研
修
を
成
功
さ

せ
た
こ
と
で
す
。

　

暑
い
夏
に
行
っ
た
大
阪
南
港
の

「
イ
ケ
ヤ
」へ
の
見
学
会
で
も
い

つ
も
一
番
前
で
す
。さ
ら
に
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
で
は
み
ん
な
と
た

く
さ
ん
食
べ
て「
美
味
し
か
っ
た

で
す
」と
い
う
若
さ
。

ア
イ
デ
ア
を
部
会
で
提
案

　

こ
の
間
、難
し
い
テ
ー
マ
を
設

け
て
男
性
会
員
も
加
わ
る〝
女

性
と
仕
事
〞へ
切
り
込
む
研
修

も
次
々
と
企
画
し
て
き
ま
し
た
。

「
ウ
ワ
ッ
面
白
そ
う
」な
ど
部
会

の
み
ん
な
で
考
え
た
企
画
は
好

ア
イ
デ
ア
ば
か
り
。基
本
的
に

は「
相
続
対
策
な
ど
仕
事
で
は

高
い
レ
ベ
ル
の
知
識
が
必
要
」と

勉
強
へ
の
意
識
付
け
を
重
視
し

つ
つ
の
部
会
活
動
。レ
デ
ィ
ー
ス

部
会
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
は

い
つ
も
人
で
いっ
ぱ
い
。会
社
で

は
管
理
部
長
で
す
。岡
嶋
氏
を

中
心
に
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
の
女

性
ス
タ
ッフ
は
よ
く
動
き
ま
す
。

当
人
は「
櫻
井
支
部
長
ら
も
積

極
的
に
応
援
し
て
く
だ
さ
る
の

で
…
」と
和
の
力
を
強
調
。

　

2
0
1
6
年
に
ス
タ
ッ
フ
の一

人
が
日
管
協
か
ら「
ワ
ー
キ
ン
グ

ウ
ー
マ
ン
」と
し
て
受
賞
。結
束

力
で
京
都
府
支
部
を
盛
り
上

げ
る
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
。「
人
間

的
に
も
仕
事
的
に
も
み
ん
な
で

向
上
し
た
い
」と
。岡
嶋
氏
の
活

動
は
続
き
ま
す
。年
末
の
多
忙

な
時
に
研
修
会
も
開
き
ま
し

た
。

　

昨
秋
開
か
れ
た「
賃

貸
住
宅
フェア
２
０
１
７

i
n
大
阪
」で
不
動
産

会
社
向
け
の
講
師
と
し

て「
町
家
活
用
」を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
独
自
の
提

案
を
行
っ
た
吉
田
光
一

氏
。行
政
と
も
協
力
し

て
続
け
て
き
た
空
き
家
対
策
に

つい
て
会
場
内
の
ブ
ー
ス
で
講
演

し
ま
し
た
。フ
ェア
の
主
催
側
が

企
画
し
た「
空
き
家
」の
有
効

活
用
に
つい
て
。数
々
の
実
践
経

験
が
あ
る
吉
田
氏
の
提
案
は
貴

重
で
し
た
。長
い
年
月
を
か
け

て
地
元
の
京
都
で
築
い
て
き
た

行
政
と
民
間
が
協
力
し
て
の
町

家
の
再
生
。説
得
力
十
分
の
話

で
し
た
。

　
「
京
町
家
の
活
用
と
新
し
い

仕
組
み
の
空
き
家
解
消
」を

テ
ー
マ
に
京
都
の
住
宅
統
計
を

示
し
つ
つ
空
き
家
の
原
因
と
背

景
を
説
明
。各
種
の
改
修
の
成

功
の
事
例
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
来
場
者
に
は
活
用
方
法
の

ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
マ
ン
ス
リ
ー
マ
ン
シ
ョン
、シェア

ハ
ウ
ス
、町
家
再
生
、新
し
い
手

法
を
次
々
と
公
開
。ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
好
機
会
と
し
、成
功

例
を
示
し
つつ
の
話
は
さ
す
が
。

「
不
動
産
か
ら
ま
ち
づ
く
り
業

へ
」経
験・実
践
か
ら
の
内
容
は

好
評
で
し
た
。

෦ࢧژ

「
明
日
の
管
理
、勉
強
し
て
き
ま
し
た
」

2
支
部
合
同
で〝
フ
ォ
ー
ラ
ム
〞へ「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」

　

ま
ず
、来
賓
の
京
都
府
の
椋

平
芳
智
氏
が
、住
み
や
す
い
京

都
へ
改
正
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

効
果
や
災
害
予
防
対
策
推
進

事
業
の
報
告
。次
に
京
都
府
支

部
長
の
櫻
井
啓
孝
氏
が
研
修

を
前
に
業
界
が
直
面
す
る
民

法
改
正
、さ
ら
に
急
を
告
げ
る

民
泊
問
題
、I
T
重
説
時
代
到

来
へ
の
対
応
。ま
た
、「
相
続
問

題
」に
対
す
る
質
の
高
い
取
り

組
み
へ
の
覚
悟
な
ど
、京
都
府

支
部
と
し
て
新
時
代
へ
の
準
備
、

対
策
を
進
捗
中
と
挨
拶
。そ
れ

に
続
い
て
日
管
協
が
ま
と
め
た

冊
子「
激
動
す
る
賃
貸
住
宅
市

場
の
未
来
と
進
む
べ
き
道
」に

沿
って
解
説
し
ま
し
た
。各
セ
ミ

ナ
ー
の
来
場
者
へ
全
国
で
1
，

5
0
0
社
が
加
わ
る
組
織
、

「
日
管
協
」の
存
在
と
事
業
方

針
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。同

時
に
大
き
く
変
化
し
よ
う
と

す
る
賃
貸
住
宅
経
営
環
境
も

項
目
別
に
解
説
。櫻
井
支
部
長

 
田
中
伸
顧
問
弁
護
士
が「
民
法
改
正
」じ
っ
く
り
解
説

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
7
i
n
京
都
」

　
京
都
府
支
部（
櫻
井
啓
孝
支
部
長
）は
昨
秋
の
10
月
21
日

（
土
）、「
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
」で「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

2
0
1
7
i
n
京
都
」を
開
催
し
ま
し
た
。来
場
者
は
約

2
0
0
名
、当
日
は「
民
泊
」「
民
法
改
正
」な
ど
注
目
の
テ
ー
マ

だ
け
に
オ
ー
ナ
ー
も
管
理
会
社
か
ら一般
に
至
る
ま
で
熱
心
に

講
師
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

民
泊
や
改
正
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
な
ど
も

岡嶋緑
レディース部会会長

者
か
ら
質
問
も
あ
り
、行
政
へ

の
期
待
と
オ
ー
ナ
ー
の
ビ
ジ
ネ

スへの
積
極
性
と
取
り
組
み
への

慎
重
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

民
泊
へ
の
注
目
度
が
高
い
こ
と

が
鮮
明
で
す
。

　

研
修
第
2
部
は
こ
の
日
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
、京
都
府
支
部
の
顧

問
弁
護
士
で〝
不
動
産
に
強
い
〞

と
全
国
的
に
知
名
度
が
高
い
田

中
伸
弁
護
士
が
登
場
。「
民
法

改
正
に
つい
て
」賃
貸
借
契
約
と

の
関
連
な
ど
重
要
な
部
分
を

解
説
。18
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
レ

ジ
ュ
メ
に
沿
っ
て
解
説
。改
正
の

目
的
か
ら
個
人
保
証
、賃
貸
物

の
修
繕
義
務
、特
に
修
繕
と
改

造
の
義
務
な
ど
微
妙
な
点
に
触

れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は「
民
法
改
正
に
関

し
た
本
が
いっ
ぱ
い
出
て
い
る
が

ど
れ
を
選
ん
だ
ら
良
い
の
か
悩

ん
で
い
た
と
こ
ろ
。税
金
対
策

も
聞
け
た
し
、今
日
の
話
は
ポ

イ
ン
ト
を
つい
て
い
て
わ
か
り
や

す
か
っ
た
」と
。研
修
は
全
て
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
て
夕
刻
終

了
し
ま
し
た
。

町
家
活
用
で
空
き
家
解
消

京
都
府
支
部
相
談
役（
フ
ラ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
会
長
）
吉
田
光
一
氏

（〝「
賃
貸
住
宅
」フ
ェ
ア
〞

会
場
で
講
演
）

クローズアップ　ひと・人材
京都府支部レディース部会　会長
（ディランド山京リース（株）

取締役管理部長）

岡嶋　緑 氏
講演もしました
櫻井啓孝京都府
支部長熱心に講演を聞く人でいっぱい

田中伸弁護士が
熱弁を

（公財）日管協京都府支部
オーナーセミナー2017 in 京都

●日時　平成29年10月21日（土）
●会場　 「キャンパスプラザ京都」4階　

午後2時～
　司会進行＝若林基道副支部長
● 開会挨拶　櫻井啓孝支部長
●来賓挨拶
　 国土交通大臣挨拶（櫻井支部長代読）
　京都府建設交通部　住宅課　椋平芳智氏
● 櫻井支部長が「賃貸管理を取り巻く環
境の変化について」講演。
● 第1部研修　「民泊における京都市の
取り組み」
　　講師　 京都市産業観光局観光

MICE推進室　宿泊環境整
備課長　山口薫氏

● 第2部研修　「民法改正について」～
賃貸借契約への影響～
　　講師　田中伸法律事務所
　　　　　弁護士　田中伸氏

求
め
ら
れ
て
い
る〝
人
材
〞づ
く
り
を

は
民
法
改
正
、改
正
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
の
施
行
、I
T
重

説
の
採
用
、民
泊
新
法
な
ど
への

取
り
組
み
の
重
要
性
を
冒
頭
の

挨
拶
に
重
ね
て
伝
え
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
行

政
〜
民
間
に
至
る
一
貫
し
た
流

れ
の
企
画
が
効
果
的
で
参
加
者

か
ら
は「
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
」と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
１
部
は
別
表
ど
お
り
の

テ
ー
マ
で
京
都
市
の
山
口
薫
氏

が
京
都
市
の
宿
泊
政
策
の
考
え

方
を
質
の
向
上
と
量
の
確
保
、

観
光
立
国
と
し
て
京
都
の
役
割

な
ど
を
メ
イ
ン
に
話
し
ま
し
た
。

　

全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
て

い
る
京
都
市
の「
市
民
通
報
や

相
談
窓
口
」な
ど
の
取
り
組
み
、

ま
た「
民
泊
」へ
の
人
員
体
制
の

強
化
に
も
触
れ
ま
し
た
。来
場

京都 ニュース・トピックス

講演する
吉田光一氏

「日管協フォーラム」は勉強の場でした

日管きんき〈4〉 ෦ࢧژ
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京
都
市
は
早
く
か
ら
世
界
の
観

光
都
市〝
京
都
〞で
の〝
民
泊
〞に
つい

て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。す
で

に「
京
都
に
ふ
さ
わ
し
い
民
泊
の
在

り
方
検
討
会
議
」を
発
足
、各
方
面

か
ら
委
員
を
選
び
、民
泊
の
環
境
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
従
来
か
ら
民
泊
ビ
ジ
ネ

ス
の
実
施
に
つ
い
て
京
都
市
側
と
議

論
し
協
力
し
て
き
た
民
間
会
社
の

有
志
が
集
ま
って
協
会
を
発
足
さ
せ
、優

良
民
泊
の
モ
デ
ル
を
作
ろ
う
と
い
う
試
み

で
す
。設
立
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は（
株
）長

栄
・
長
田
修
社
長
、理
事
・
副
会
長
に

（
株
）八
清・西
村
孝
平
社
長
、同
、デ
ィ
ラ

ン
ド
山
京（
株
）・伊
藤
良
之
社
長
、専
務

理
事
に（
株
）都
ハ
ウ
ジ
ン
グ・岡
本
秀
巳

社
長
。常
務
理
事
に（
株
）フ
ラ
ッ
ト
エ
ー

ジェン
シ
ー
吉
田
創一社
長
ら
。昨
夏
以
来

「
違
法
民
泊
」排
除
を
目
的
に
設
立
に

向
け
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。民

泊
環
境
の
向
上
に
つい
て
事
業
者
で
あ
る

会
員
に
よ
る
相
互
交
流
や
情
報
交
換
、

研
修
、地
元
自
治
体
と
協
力
。優
良
な

民
泊
事
業
者
づ
く
り
で
地
域
住
民
の
安

心
を
目
指
し
ま
す
。

　

設
立
総
会
で
会
長
に
就
任
し
た
長
田

修
氏
は「
6
月
15
日
施
行
の
民
泊
新
法

を
踏
ま
え
、法
に
沿
っ
た
民
泊
ビ
ジ
ネ
ス

を
実
施
、市
民
、観
光
客
、行
政
共
に
安

心
安
全
な
環
境
を
実
現
さ
せ
た
い
」と

発
足
へ
力
強
く
宣
誓
。7
名
の
役
員
紹

介
、門
川
大
作
京
都
市
長
か
ら
協
会
への

期
待
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
京
都
市

「
民
泊
」担
当
の
南
秀
明
課
長
が
読
み
上

げ
ま
し
た
。出
席
の
京
都
府
か
ら
は
民

泊
対
策
部
会
を
設
け
、市
町
村
の
意
見

を
集
め
、新
た
な
宿
泊
ビ
ジ
ネ
ス
を
広
域

的
に
見
て
ル
ー
ル
づ
く
り
を
し
て
い
く
な

ど
の
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。民
間
と

行
政
側
の
京
都
府
、京
都
市
が
加
わ
って

「
京
都
ブ
ラ
ン
ド
」を
大
切
に
と
い
う
強

い
思
い
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
わ
る
会

場
で
し
た
。

　

研
修
の
は
じ
め
にA

irbnb japan

の

山
本
美
香
氏
か
ら
民
泊
ビ
ジ
ネ
ス
の
シ

ス
テ
ム
の
紹
介
が
あ
り
、そ
の
後
研
修
へ
。

①「
京
都
に
ふ
さ
わ
し
い〝
民
泊
〞の
在
り

方
」を
京
都
市
保
健
福
祉
局
医
療
衛
生

推
進
室
長
の
中
谷
繁
雄
氏
が
講
演
。②

「
民
泊
新
法
施
行
後
の
民
泊
動
向
と
簡

易
宿
所
運
営
の
ポ
イ
ン
ト
」を
テ
ー
マ
に

楽
天LIFU

LLST
A
Y

よ
り
説
明
。最

後
は
祝
賀
会
で
設
立
総
会
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。な
お
、同
会
へ
の
入
会
金
は

2
万
円
。問
い
合
わ
せ
は
同
協
会（
０
７

５
＝
７
０
８
＝
７
３
１
１
）へ
。1
月
以
後

も
研
修
を
行
い
ま
す
。

■近畿
B
幹
事
会
に
傍
聴
参
加

　

近
畿
ブ
ロッ
ク
の
幹
事
会
が

１
月
22
日
に
京
都
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。当
日
、京

都
府
支
部
会
員
が
傍
聴
参
加

し
ま
す
。

■優勝
は
ア
ズ
ス
タ
ッ
ト
社
な
ど

近
畿
B
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

社
長
も
社
員
も
一
緒
に
な
っ

て
球
を
追
う
近
畿
ブ
ロッ
ク
の

名
物
イ
ベ
ン
ト
、毎
年
恒
例
の

近
畿
ブ
ロッ
ク
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
。今
回
は
20
回
目
と
な
り
ま

し
た
。京
都
府
支
部
が
主
管
し

て
昨
年
の
11
月
22
日（
水
）に
京

都
市
内
、横
大
路
運
動
公
園
で

行
わ
れ
参
加
し
た
の
は
20
チ
ー

ム
、優
勝
は
1
部
が（
株
）ア
ズ
ス

タ
ッ
ト
、準
優
勝
は
長
栄（
B
）、

2
部
の
優
勝
は（
株
）日
本
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
、準
優
勝
は（
株
）宅

都
で
し
た
。

　

毎
回
、年
末
近
く
の
開
催
で

木
枯
ら
し
吹
く
球
場
。今
年
も

寒
風
の
中
、参
加
20
チ
ー
ム
は

走って
守
って
日
頃
の
仕
事
を
忘

れ
て
集
中
。優
勝
し
た
チ
ー
ム

は
よ
く
走
り
、守
る
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
選
手
が
集
まって
い
ま
し
た
。

■金沢
徹
信
氏
が
優
勝

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク・京
都
府
支
部

合
同
親
睦
ゴ
ル
フ

　
「
日
管
協
近
畿
ブ
ロッ
ク・京

都
府
支
部
合
同
親
睦
ゴ
ル
フ
コ

ンペ
」が
昨
秋
開
か
れ
、43
名
が

参
加
し
ま
し
た
。近
畿
ブ
ロッ
ク

各
支
部
か
ら
自
称
ゴ
ル
フ
の
達

人
が
瀬
田
ゴ
ル
フ
西
コ
ー
ス
に
集

ま
り
、ダ
ブ
ルペ
リ
ア
方
式・6
イ

ン
チ
プ
レ
ー
で
争
い
ま
し
た
。結

果
は
優
勝
し
た
の
が
京
都
府
支

部・（
株
）ハ
ウ
ス
メ
イ
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
の
金
沢
徹
信
氏
、準
優

勝
が
西
村
淳
氏
、3
位
に
若
林

基
道
氏
。6
位
に
兵
庫
県
支
部

長
の
松
本
智
氏
、14
位
に
京
都

府
支
部
の
安
田
栄
慈
氏
、18
位

に
京
都
府
支
部
長
の
櫻
井
啓

孝
氏
。21
位
に
同
、相
談
役
の

吉
田
光一氏
な
ど
。ラ
ウ
ン
ド
後

は
コンペル
ー
ム
表
彰
式
が
行
わ

れ
、参
加
者
全
員
が
懇
親
し
て

終
了
し
ま
し
た
。

　

瀬
田
ゴ
ル
フ
西
コ
ー
ス
は
ゴ
ル

フ
好
き
に
好
評
な
コ
ー
ス
で
名

神
や
京
滋
バ
イ
パ
ス
か
ら
も
近

く
各
支
部
か
ら
多
く
の
参
加
が

見
ら
れ
ま
し
た
。親
睦
を
テ
ー

マ
に
し
た
こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
は

2
0
1
8
年
も
継
続
し
ま
す
。

 

ニ
ュ
ー
ス 

n
e
w
s
　

■情報
共
有
の
徹
底
へ

京
都
府
支
部
の
幹
事
会

　

京
都
府
支
部（
櫻
井
啓
孝
支

部
長
）は
定
期
的
に
幹
事
会・定

例
会
を
開
き
、情
報
の
受
発
信

を
き
め
細
か
に
行
って
い
ま
す
。

櫻
井
支
部
長
は
支
部
長
会
議

な
ど
全
国
へ
出
張
し
て
得
た
情

報
や
本
部
の
動
き
、さ
ら
に
市

場
の
見
通
し
、新
法
律
へ
の
対

処
な
ど
を
時
間
を
か
け
て
報

告
。ま
た
、各
部
会
か
ら
の
活

動
報
告
、さ
ら
に
幹
事
な
ど
か

ら
の
意
見
を
聞
く
な
ど
、風
通

し
が
良
く
、会
員
が
な
ん
で
も

共
通
で
認
識
で
き
る
場
を
作
っ

て
い
ま
す
。

෦ࢧژ

視点
๏ͷ （67）

公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会
京都府支部 顧問弁護士　田中　伸

賃貸物件での民泊営業に対する対応
賃貸物件で民泊営業が行われている場合に賃貸人はどう

対応すべきでしょうか。賃貸人としては、民泊行為を発見
した場合、保健所・警察に通報すると同時に、契約解除を
検討・実行すべきと考えます。民泊営業は旅館業法違反だ
けでなく、賃借人の賃貸物件についての用法遵守義務違反
です。また、賃貸物件での民泊行為は、治安の悪化、他の
賃借人及び近所迷惑などを引き起こすことになります。
賃借人からは、民泊はしていない、友人・親戚を泊めて

いるだけ等の弁解がなされることがあります。それに対し、
賃貸人として、①目撃者の証言②賃貸人の供述③写真④録
音⑤監視カメラなどのビデオを活用して民泊行為の立証を
すべきと考えます。また、民泊行為が疑われるときは、賃
貸人権限として、賃借人及び宿泊者に詳しく説明を求める
べきと考えます。賃借人及び宿泊者の供述も証拠として役
に立つ場合があります。

　（
一
社
）京
都
簡
易
宿
所
・
民
泊
協
会（
長
田
修
会

長
）が
11
月
16
日（
木
）か
ね
て
か
ら
予
定
の
設
立
記

念
総
会
・
研
修
会
・
祝
賀
会
を
開
き
ま
し
た
。場
所
は

「
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
」で
、正
・
準
会
員
、行

政
、マ
ス
コ
ミ
関
係
な
ど
多
数
が
集
ま
り
ま
し
た
。

京
都
府
支
部
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

（一社）京都簡易宿所・民泊協会
設立総会と研修、祝賀会

京
都
に
ふ
さ
わ
し
い

優
良
な
民
泊
環
境
を長田修会長ら設立の主要メンバー

会場は100人に近い参加者でいっぱい。
民泊ビジネスへの関心の高さが

目に付きました

　

増
え
続
け
る
要
入
居
配
慮

者
。貸
主
の
意
識
改
革
も
住
宅

弱
者
対
策
で
す
。

　
「
改
正
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」

の
施
行
。京
都
府
建
設
交
通
部

住
宅
課
、京
都
市
都
市
計
画
局

住
宅
室
住
宅
政
策
課
が
共
同

で
、賃
貸
住
宅
を
所
有・管
理
し

て
い
る
人
へ
の
登
録
手
続
き
の

窓
口
を
紹
介
。

　

民
間
空
き
家
を
活
用
、住
宅

確
保
要
配
慮
者
向
け
の
賃
貸

住
宅
と
し
て
登
録
す
る
制
度
へ

の
窓
口
の
開
設
で
す
。（
関
連
記

事
8
面
）。10
月
25
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
京
都
府
、市
の
登

録
手
続
き
を
行
う
場
所
は
次

の
通
り
で
す
。

開
設
窓
口

① 

京
都
府
域
内（
京
都
市
域
を
除

く
）の
賃
貸
住
宅
の
場
合
。

　
 

京
都
府
建
設
交
通
部
住
宅
課

（
計
画
担
当
）。

　

 
京
都
市
上
京
区
下
立
売
通
新
町

西
入
藪
ノ
内
町

　

 

T
E
L
．0
7
5
―
4
1
4
―

5
3
5
8　

F
A
X
．0
7
5

―
4
1
4
―
5
3
5
9
。

② 

京
都
市
域
内
の
賃
貸
住
宅
の
場

合
。

　

 

京
都
市
都
市
計
画
局
住
宅
室
住

宅
政
策
課（
企
画
係
）。

　

 

京
都
市
中
京
区
寺
町
通
御
池
上

る
上
本
能
寺
前
町
4
8
8
番
地

　

 

T
E
L
．0
7
5
―
2
2
2
―

3
6
6
6　

F
A
X
．0
7
5

―
2
2
2
―
3
5
2
6
。

「
登
録
制
度
」手
続
き
窓
口（
京
都
府・市
）

改
正
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度

日管きんき〈5〉ژࢧ෦
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東
行
男
支
部
長
が
就
任
し

て
初
の
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
と

あ
っ
て
、注
目
が
集
ま
り
ま
し

た
。開
催
場
所
を
Ｊ
Ｒ
和
歌
山

駅
前
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和

歌
山
に
変
更
。開
催
時
刻
も
午

前
10
時
に
す
る
な
ど
工
夫
し
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、入
場
者
数
は
目

標
を
大
幅
に
上
回
る
92
人
。急

き
ょ
補
助
席
を
運
び
入
れ
て
対

応
し
た
ほ
ど
で
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
野
村
総
合
研
究

所
の
和
田
理
都
子
研
究
員
が

「
人
口
２
／
３
激
減
時
代
の
到

来
と
新
成
長
戦
略
―
住
宅
過

剰
と
超
高
齢
時
代
の
住
ま
い
方

を
考
え
る
」と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

和
田

研
究
員

は
県
内

滋
賀
県
と
兵
庫
県
両
支
部

は
11
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た

「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

滋
賀
県
支
部
は
京
都
府
支
部

と
合
同
で
実
施
、支
部
会
員

20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。14

日
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
が
選

ん
だ
セ
ミ
ナ
ー
を
自
由
に
聴

講
し
ま
し
た
。

河
合
隆
史
支
部
事
務
局
長

は「
最
も
印
象
の
残
っ
た
の
は

『
Ｉ
Ｔ
の
進
化
で
賃
貸
現
場
の

大
変
革
が
始
ま
る
』の
セ
ミ

ナ
ー
」。さ
ら
に「
Ｉ
Ｔ
化
の
必

要
が
差
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
を

肌
で
感
じ
た
。人
手
不
足
を

補
う
業
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
に
も
急
務
」と
す
ぐ
に

も
着
手
し
た
い
と
話
し
た
。

一方
、兵
庫
県
支
部
は
12
人

が
参
加
。越
野
芳
明
支
部
事

務
局
長
も
、印
象
に
残
っ
た
の

は
や
は
り「
Ｉ
Ｔ
の
進
化
―
」

と
話
し
ま
す
。

「
Ｖ
Ｒ
内
覧
、ス
マ
ホ
解
錠

が
浸
透
す
れ
ば
、仲
介
店
舗

の
存
在
意
義
が
な
く
な
る
。Ｉ

Ｔ
業
界
が
不
動
産
仲
介
ビ
ジ

ネ
ス
に
参
入
す
る
と
手
数
料

の
概
念
も
失
わ
れ
る
」と
危

機
感
を
表
し
ま
し
た
。

15
日
は
日
管
協
の
末
永
照

雄
会
長
が
経
営
す
る
ア
ミッ
ク

ス
社
を
訪
問
。同
社
は
オ
ー

ナ
ー
の
状
況
に
よ
っ
て
、建
築

よ
り
資
産
買
い
替
え
を
提
案

す
る
な
ど
、適
切
な
資
産
コ
ン

サ
ル
に
よ
っ
て
幅
広
い
オ
ー

ナ
ー
の
支
持
を
得
て
い
ま
す
。

「
競
合
を
避
け
る
た
め
都

心
で
は
な
く
、あ
え
て
郊
外
に

地
域
密
着
で
ダ
ン
ト
ツ
の
シ
ェ

ア
を
持
ち
、相
場
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
優
越
し
た
地
位
を

確
立
し
て
い
る
」と
説
得
力
あ

る
説
明
に
参
加
者
は
感
銘
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

滋
賀
、兵
庫
両
県
支
部
が
実
施

 

相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
会
を
開
催

日
管
協
相
続
支
援
研
究
会

は
１
月
16
日
午
後
２
時
か
ら
新

大
阪
駅
前
の
新
大
阪
丸
ビ
ル
別

館
で「
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」を
開

催
し
ま
す
。

研
修
は
識
者
の
講
演
の
後
、

メ
ン
バ
ー
が
昨
年
取
り
扱
っ
た
相

続
事
案
や
コ
ン
サ
ル
事
例
を
発

表
し
、出
席
者
の
間
で
討
論
。こ

の
後
、相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
同
士
の
親
交
を
図
る
た
め
の

懇
親
会
を
開
き
ま
す
。

ηϛφー্ڥ෦住ࢧݝ̐

େมֵにԠえるςーϚઃఆ
日管協の近畿４県支部オーナーセミナー（住環境向上セミ
ナー）は10月７日、和歌山県支部を皮切りに、11月４日の奈良県
支部まで４県支部が、それぞれの地域の賃貸市場環境に合
わせたユニークなテーマを選択して開催されました。 地

域
の
課
題
へ
取
り
組
み
鮮
明

日管協フォーラムで「ＩＴ進化」のセミナーが
超人気、滋賀、兵庫県支部

末永会長のアミックス社を見学する
兵庫県支部の一行

滋賀県支部セミ
ナーで講演するク
ラスコの小村社長

台風の影響を受けた兵庫県支部のセミナー

超満員の和歌山県支部のセミナー

【
滋
賀
県
支
部
】 

デ
ザ
イ
ン
で
賃
料
ア
ッ
プ

滋
賀
県
支
部
が
開
催
し
た

10
月
22
日
、台
風
の
接
近
と
衆

議
院
選
挙
の
投
票
日
と
二
重
の

試
練
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。草

津
市
立
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

に
は
１
０
０
人
の
目
標
に
対
し

て
76
人
が
来
場
。最
悪
の
条
件

の
中
で
は
大
健
闘
と
い
え
ま
す
。

滋
賀
県
支
部
で
は
動
員
数

を
少
し
で
も
増
や
そ
う
と
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
を
地
元
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
紙
に
広
告
す
る
な
ど
努
力

の
成
果
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
は
金
沢
市
の
不
動

産
会
社
ク
ラ
ス
コ
の
小
村
典
弘

社
長
が「
空
室
対
策
、リ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
、節
税
対
策
―
デ
ザ
イ
ン

力
で
不
動
産
経
営
は
変
わ
る
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

小
村
社
長
は
中
古
賃
貸
マ
ン

シ
ョ
ン
を
リ
ノ
ベ
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
入
居
率
が
大
幅
に
向
上
。

賃
料
が
平
均
33
％
も
ア
ッ
プ
し

た
実
例
を
豊
富
な
写
真
で
紹

介
。「
若
い
人
た
ち
の
感
性
に
訴

え
る
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
、物
件

の
価
値
が
大
幅
に
上
が
る
」と

デ
ザ
イ
ン
の
重
要
さ
を
強
調
。

【
奈
良
県
支
部
】 

大
変
革
期
に
物
件
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

奈
良
県
支
部
の
住
環
境
向

上
セ
ミ
ナ
ー
は
11
月
４
日
に
ホ

テ
ル
日
航
奈
良
で
開
催
。今
年

は
展
示
ブ
ー
ス
を
別
室
に
設
置
。

来
場
者
は
全
体
で
１
０
５
人
に

達
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
国
土
交
通
省

住
宅
局
安
心
居
住
推
進
課
の
大

島
敦
仁
企
画
専
門
官
が
新「
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
」を
紹
介

し
、活
用
を
要
請
。続
い
て
支
部
の

顧
問
弁
護
士
に
就
任
し
た
武
知

俊
輔
弁
護
士
が「
賃
貸
不
動
産

オ
ー
ナ
ー
が
か
か
え
る
様
々
な
ト

ラ
ブ
ル
と
法
律
」と
題
し
て
講
演
。

一
方
、小
西
克
美
支
部
長
は

「
激
動
す
る
賃
貸
市
場
の
未
来

と
進
む
べ
き
道
」を
講
演
。「
民

法
改
正
に
よ
っ
て
、住
宅
設
備
が

故
障
し
た
時
に
家
賃
の
減
額
、連

帯
保
証
人
の
保
証
限
度
額
」な

ど
オ
ー
ナ
ー
の
負
担
増
を
指
摘
。

「
入
居
者
が
飛
び
つ
く
ほ
ど

の
魅
力
を
物
件
に
加
え
る
努
力

を
し
て
ほ
し
い
」と
要
望
。大
阪

市
か
ら
参
加
し
た
女
性
オ
ー

ナ
ー
は「
歯
切
れ
良
く
、分
か
り

や
す
い
」と
絶
賛
し
ま
し
た
。

台
風
接
近
の
影
響
で
入
場

者
は
90
人
の
予
定
が
約
70
人
。

セ
ミ
ナ
ー
は
三
矢
清
史
税
理
士

が「
他
人
事
で
は
な
い
、生
産
緑

地
の
２
０
２
２
年
問
題
」と
題

し
て
講
演
。

１
９
９
２
年
に
三
大
都
市
圏

の
農
地
に
対
し
30
年
間
、固
定

資
産
税
の
減
免（
農
地
並
み
課

税
）、相
続
税
や
贈
与
税
の
納

税
猶
予
な
ど
の
特
典
が
与
え
ら

れ
た
の
が「
生
産
緑

地
」。そ
の
期
限
が

切
れ
る
22
年
に
後
継

者
の
な
い
農
地
が
住

奈良県支部は別室に展示ブースを設置

【
和
歌
山
県
支
部
】 

持
ち
家
志
向
減
少
、賃
貸
主
流
に

【
兵
庫
県
支
部
】 

住
宅
地
の
大
量
供
給
22
年
問
題

市
町
村
別
の
詳
細
な
人
口
増

減
、空
き
家
率
を
予
測
。「
持
ち

家
志
向
が
減
少
、住
宅
、土
地

の
資
産
価
値
が
失
わ
れ
る
」と

断
言
。住
宅
は
資
産
価
値
よ
り

も
使
用
価
値
が
重
要
に
な
る
と

予
想
し
ま
し
た
。

独
身
、新
婚
、子
育
て
時
代
、

子
供
の
独
立
後
と「
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
ス
テ
ー
ジ
に
適
合
し
た

住
宅
の
賃
貸
が
主
流
に
な
る
。

そ
れ
に
適
応
し
た
事
業
展
開
が

重
要
」と
話
し
ま
し
た
。オ
ー

ナ
ー
の
中
に
は「
ど
う
対
処
す

れ
ば
…
」と
困
惑
す
る
人
も
。

宅
地
と
し
て
大
量
に
市
場
に
放

出
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

地
価
の
下
落
、賃
料
の
大
幅
下

落
を
招
く
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま

す
。生
産
緑
地
は
近
畿
圏
で
は

大
阪
、京
都
、兵
庫
、奈
良
、和

歌
山
の
各
府
県
に
存
在
し
ま
す
。

三
矢
さ
ん
は「
生
産
緑
地
に

隣
接
す
る
収
益
物
件
や
土
地

を
持
っ
て
い
る
場
合
は
事
前
に

地
価
、売
却
価
格
の
査
定
を

取
っ
て
お
く

こ
と
が
重

要
。処
分
で

き
る
不
動

産
が
あ
れ

ば
売
却
す

る
」な
ど
の

対
策
を
ア

ド
バ
イ
ス
し

ま
し
た
。

日管きんき〈6〉 ฌ࣎・ݝݿլݝ・ಸྑݝ・Վࢧݝࢁ෦
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● 大家さん賃貸経営出口戦略 

● 大家さん賃貸事業承継 

● 遺言・相続、借地・借家・古アパ

● 法人設立（株・合同・社福等） 

● 新規独立創業支援 

● 記帳・会計・経営コンサル 

● 宅建・建設・産廃・ 風俗・在留 
 

● 大家団体、業界団体での 

    セミナー、講演、講座企画 
  

 ・・・等、実戦実務広く対応 



平成 30年 1月 15日　Vol. 21

新
会
員
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

支
部
会
員
が

10
社
も
新
加
入

し
た
和
歌
山
県

支
部
。東
支
部
長
は「
今
後
は

会
員
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
だ
と
問

わ
れ
る
。日
管
協
が
ど
ん
な
組

織
か
、ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
を
実
際
に
見
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
」。

支
部
長
就
任
後
、初
め
て
和

歌
山
市
で
開
催
し
た
11
月
20

日
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
新

会
員
10
人
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
。新
会
員
た
ち
は
他
府
県
の

幹
部
た
ち
と
名
刺
交
換
。参
加

し
た
新
会
員
は「
緊
張
感
の
あ

る
会
議
で
、日
管
協
の
多
彩
な

活
動
ぶ
り
が
分
かっ
た
」。

東
支
部
長
は「
今
後
も
統
一

契
約
書
や
日
管
協
の
成
果
物

を
利
用
す
る
た
め
の
研
修
や
民

法
改
正
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、

日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
他
の
地

域
の
会
社
を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
を

企
画
し
た
い
」。

兵
庫
県
支
部
（
正
会
員
）

㈱
ア
シ
ス
ト
芦
屋

芦
屋
市
を
中
心
に
不
動
産

の
総
合
商
社
を
目
指
し
て
い
ま

す
。入
会
は
相
続
支
援
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
講
習
に
着
目
、「
今
後

の
事
業
の
核
に
な
る
」と
考
え

た
か
ら
。新
谷
有
弘
専
務
以
下

３
人
が
受
講
中
。

管
理
戸
数
＝
３
６
４
戸　

所
在
地
＝
芦
屋
市
西
山
町
10

―
11　

代
表
者
＝
新
谷
勝
彦

代
表
取
締
役　

創
業
＝
平
成

７
年
４
月　

従
業
員
＝
10
人

☎
０
７
９
７
―
３
１
―
０
２
９
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
７
―
３
８
―
４
９
１
９

Ｕ
ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
プ
ロ
パ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

昨
年
１
月
に
産
声
を
上
げ
た

「
管
理
業
」を
中
心
に
置
い
た

新
会
社
。入
会
し
た
の
は「
信

用
力
を
高
め
た
い
」と
い
う
理
由

（
別
掲
参
照
）。

管
理
戸
数
＝
１
６
０
戸　

所
在
地
＝
宝
塚
市
小
林
４
丁

目
７
―
77
―
２
０
4　

代
表

者
＝
松
本
裕
代
表　

創
業
＝

平
成
29
年
１
月　

従
業
員
４

人☎・Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
７
―
２
４
―
４
１
１
３

㈱
春
名
住
建

創
業
か
ら
約
40
年
、尼
崎
市

園
田
地
区
の
地
域
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
の
不
動
産
業
を
目
指
し
て
い

ま
す
。「
オ
フ
ィ
ス
24
」の
藤
堂

高
光
社
長
の
勧
め
で
入
会
。賃

貸
住
宅
担
当
の
春
名
希
美
さ
ん

は「
民
法
の
改
正
も
あ
り
、専

門
知
識
を
身
に
着
け
、自
信
を

深
め
た
い
」と
話
す
。

管
理
戸
数
＝
約
２
０
０
戸　

所
在
地
＝
尼
崎
市
東
園
田
町
９

丁
目
37
―
４　

代
表
者
＝
春
名

秀
紀
社
長　

創
業
＝
昭
和
53
年

８
月　

従
業
員
＝
５
人

☎
０
６
―
６
４
９
２
―
１
２
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
―
６
４
９
２
―
７
７
７
０

和
歌
山
県
支
部
（
正
会
員
）

三
商
有
限
会
社

和
歌
山
市
を
中
心
に
不
動

産
業・貸
し
ビ
ル
業
を
展
開
。末

吉
亜
矢
社
長
は「
取
引
関
係
の

深
い
ア
ズ
マハ
ウ
ス
の
東
社
長
か

ら
勧
め
ら
れ
た
の
と
、賃
貸
に
つ

い
て
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」と
い

う
の
が
入
会
の
動
機
。

管
理
戸
数
＝
１
０
６
戸　

所
在
地
＝
和
歌
山
市
畑
屋
敷

中
ノ
町
22　

代
表
者
＝
末
吉

亜
矢
代
表
取
締
役　

創
業
＝

平
成
９
年
12
月　

従
業
員
＝

５
人

☎
０
７
３
―
４
３
３
―
７
３
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
３
―
４
３
３
―
７
２
９
０

近畿４県支部長に聞く

平成30年の課題と抱負
近畿４県支部は昨年も活発、多彩な活動を繰り広げてきました。そ

の４支部長に「昨年の成果」と「課題」、そして平成30年の「抱負」を
聞きました。

兵
庫
県
支
部
が研修・賀

詞
交
歓
会

向
井
弁
護
士
が
民
法
改
正
解
説

兵
庫
県
支
部
は
１
月
25
日
、

平
成
29
年
度
第
３
回「
研
修

会
」を
ホ
テ
ル
オ
リ
エン
タ
ル（
神

戸
市
中
央
区
京
町
）で
開
催
し

ま
す
。

研
修
会
は
第
一部
で
顧
問
弁

護
士
の
向
井
大
輔
弁
護
士
が

「
民
法
改
正
」に
つ
い
て
解
説
。

第
２
部
は「
管
理
物
件
売
却
対

応
ガ
イ
ド
」を
研
修
。研
修
会

終
了
後
、会
場
を
替
え
て
賀
詞

交
歓
会
を
開
催
し
ま
す
。

和
歌
山
県
　
東
行
男
支
部
長

研
修
、
ツ
ア
ー
多
彩
に
企
画

ブロック会議に参加した
和歌山県支部の新会員

兵
庫
県
　
松
本
智
支
部
長

地
域
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
も

松
本
支
部
長

は「
兵
庫
県
支

部
の
最
大
の
課

題
は
結
集
力
」と
話
し
ま
す
。

兵
庫
県
は
広
い
の
で
、総
会
や
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
へ
の
会
員
の
出
席

率
が
悩
み
。昨
年
は
、そ
の
結
集

力
を
強
化
す
る
た
め
に「
北
海

道
と
東
京
に
二
度
の
ベン
チ
マ
ー

ク
」を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、両
方
と
も
す
ぐ

に
定
員
が
埋
ま
り
、寝
食
を
共

に
し
て
、会
員
間
の
コ
ミュニ
ケ
ー

シ
ョン
も
深
ま
り
ま
し
た
。松
本

支
部
長
は「
今
年
も
県
外
に
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
し
た
い
」と
計
画
中
。

ま
た「
神
戸
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。

神
戸
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、外

国
人
と
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
考
え
て
い
き
た
い
」と
、夢
を

広
げ
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
、日
管
協
に

新
加
盟
し
た
宝
塚
市「
Ｕ

ｌ
ｉ
ｆｅ
プ
ロ
パ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
」。生
ま
れ
た
て
の
会
社

経
営
に
腐
心
す
る
松
本
裕

社
長
に
日
管
協
へ
の
期
待

と
要
望
に
つ
い
て
尋
ね
ま

し
た
。（
新
会
員
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョン
参
照
）

松
本
社
長
は「
オ
ー
ナ
ー
の

利
益
を
第
一に
考
え
る
管
理
会

社
に
し
た
い
」。入
会
し
た
理
由

は「
オ
ー
ナ
ー
の
信
用
を
少
し
で

も
高
め
た
い
か
ら
」と
話
し
ま
す
。

「
大
き
く
変
化
す
る
市
場
環

境
だ
け
に
い
ち
早
く
情
報
を
得

る
こ
と
が
よ
り
重
要
」に
な
り
ま

す
。松
本
社
長
は「
日
管
協
が
開

く
セ
ミ
ナ
ー
に
は
可
能
な
限
り

参
加
し
た
い
」。

そ
の
う
え
で「
業
界
に
関
係
す

る
新
製
品
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の

業
者
、サ
ー
ビ
ス
の
価
格
等
の
情
報

を
共
有
で
き
れ
ば
あ
り
が
た
い
」

と
話
し
ま
す
。「
ま
た
、モ
ンス
タ
ー

ク
レ
ー
マ
ー
と
呼
ば
れ
る
入
居
者

の
情
報
が
あ
れ
ば
助
か
る
」と
も
。

ま
だ
ま
だ
会
社
経
営
は
厳
し

い
現
状
で
す
が「
オ
ー
ナ
ー
に
満

足
し
て
も
ら
え
る
管
理
と
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
会
社
を

目
指
し
た
い
」。

「
支
部
活
動

を
活
性
化
す
る

た
め
定
例
会
、研

修
会
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
」と
山
口
支
部

長
。「
昨
年
は
、京
都
府
支
部
と

合
同
で
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
。他
支
部
の
メ
ン
バ
ー
と
の

接
触
が
刺
激
に
な
り
、会
員
の

視
野
も
広
がっ
た
と
思
い
ま
す
」。

「
今
年
は
少
子
高
齢
化
に
よ

る
住
宅
需
要
や
価
格
の
大
変
動
、

民
法
改
正
に
伴
う
不
動
産
契

約
の
大
幅
変
更
、Ｉ
Ｔ
化
に
よ

る
不
動
産
業
の
大
変
貌
が
始
ま

る
。そ
れ
ら
に
対
応
す
る
準
備

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
」と
、山
口

支
部
長
の
視
線
に
ブ
レ
は
あ
り

ま
せ
ん
。

滋
賀
県
　
山
口
俊
和
支
部
長

大
変
革
時
代
へ
の
準
備
を

奈
良
県
　
小
西
克
美
支
部
長

ア
イ
デ
ア
の
あ
る
提
案
を

「
淡
路
島
に

１
泊
２
日
で
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
す
る

な
ど
様
々
に
活
動
の
幅
を
拡
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
小

西
支
部
長
は
活
動
を
振
り
返

り
ま
す
。

一方
、「
奈
良
県
で
は
少
子
高

齢
化
に
伴
って
、空
き
家
の
増
加

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。民
泊
な

ど
で
活
用
を
図
る
の
も
奈
良
の

賃
貸
住
宅
に
課
せ
ら
れ
た
大
き

な
課
題
だ
と
思
う
」と
管
理
会

社
の
新
た
な
展
開
も
見
通
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に「
賃
貸
住
宅
に
と
っ

て
適
確
な
厳
し
い
時
代
に
オ
ー

ナ
ー
が
打
ち
勝
っ
て
い
け
る
よ

う
に
、少
子
化
、人
口
減
少
そ
し

て
住
宅
の
供
給
過
剰
と
いっ
た

問
題
に
対
応
す
る
様
々
な
ア
イ

デ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
情
報
を

送
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
、日

管
協
の
役
割
と
考
え
て
い
る
」

と
力
強
く
明
日
を
見
す
え
て
い

ま
す
。

新
生
の
管
理
会
社
に
聞
く

日
管
協
へ
の
要
望
と
期
待二人三脚で会社経営に努力する

松本裕・千明夫妻
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す
が
会
場
は
立
見
の
状
況
。さ

ら
に
I
T
重
説
、新
し
い
人
材

育
成
、紛
争
、民
泊
、シェア
リ
ン

グ
、P
R
方
法
、リ
ノ
ベ
、全
て
が

気
に
な
り
ま
す
。前
回
よ
り

テ
ー
マ
毎
に
レ
ベ
ル
の
向
上
、掘

り
下
げ
が
み
ら
れ
ま
し
た
。来

場
者
は
5
時
間
の
配
分
に
苦
心

し
た
よ
う
で
す
。各
分
野
の
魅

力
あ
る
ゲ
ス
ト
が
登
場
す
る
の

も
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
特
徴
で
す
。近

畿
ブ
ロッ
ク
各
支
部
長
の
顔
も
。

ま
た
、〝
フ
ォ
ー
ラ
ム
〞を
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
の
対
象
と
し
た
京
都
府

や
滋
賀
県
支
部
の
会
員
も
し
っ

か
り
マ
ー
ク
し
て
い
ま
し
た
。ま

た
、兵
庫
県
支
部
会
員
も
初
参

加
。近
畿
ブ
ロッ
ク
の
岡
本
秀
巳

事
務
局
長
は
会
場
で「
前
回
比

大
幅
入
場
者
ア
ッ
プ
。地
方
か
ら

の
来
場
者
が
目
立
つ
の
は
研
修

内
容
の
充
実
と
人
事
交
流
が
目

的
で
し
ょ
う
」と
感
想
を
。ネ
ッ

ト
告
知
の
効
果
も
出
ま
し
た
。

　

最
後
は
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
会

に
よ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
。今
回
の
ゲ

ス
ト
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
コ
シ
ノ・

ジ
ュン
コ
氏
で
お
し
ゃ
れ
な
ム
ー

ド
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。北

澤
艶
子
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
長
も

「
有
名
ゲ
ス
ト
を
招
き
全
国
か

ら
女
性
会
員
が
集
ま
っ
て
盛
り

上
げ
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。2
0
1
8
年
は
11
月
13
日

開
催
予
定
。

　

施
行
前
後
か
ら
国

交
省
は
各
地
で
説
明

会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

日
管
協
の
近
畿
ブ
ロッ

ク
で
も
制
度
の
推
進
に

際
し
、決
め
手
と
な
る

重
要
な「
登
録
制
度
」に

つい
て
各
支
部
が
本
格

的
に
動
き
出
し
ま
す
。

　

同
制
度
は
①
住
宅

確
保
要
配
慮
者
向
け

賃
貸
住
宅
の
登
録
制

度
②
登
録
住
宅
の
改

修
や
入
居
者
への
経
済

的
支
援
③
同
、配
慮
者

に
対
す
る
居
住
支
援

を
柱
と
し
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
要

配
慮
者
へ
の
助
成
の
範

囲
が
拡
大
。こ
の
状
況

下
で
民
間
賃
貸
住
宅
へ

の
円
滑
な
入
居
実
施
。

こ
れ
に
は
ま
ず
、物
件

を
住
宅
確
保
要
配
慮

者
を
拒
ま
な
い
賃
貸

住
宅
と
し
て
自
治
体
へ
登
録
。

こ
の「
登
録
住
宅
」を
増
や
す
こ

と
が
重
要
で
、登
録
促
進
へ
空

き
家
所
有
者
側
に
改
修
工
事

を
含
む
融
資
補
助
な
ど
の
特
典

が
あ
り
ま
す
。

　

増
加
一方
の〝
空
き
家
〞解
消

に
同
制
度
の
活
用
で
所
有
者
に

有
効
利
用
を
認
識
さ
せ
、こ
れ

に
は
家
賃
滞
納
の
不
安
を
な
く

す
対
応
方
法
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。改
正
制
度
は
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
が
加
え
ら

れ
要
配
慮
者
が
入
居
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

日
管
協
で
は
、空
き
家
対
策

と
し
て
新
た
な
入
居
促
進
策
へ

細
部
に
わ
た
る
解
説
書
を
作

成
。会
員
は
じ
め
、オ
ー
ナ
ー
へ

の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。オ
ー

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
も
改
正
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
資
料
提

供
と
解
説
を
行
い
ま
し
た
。ま

ず一歩
は
都
道
府
県
に
よ
る「
登

録
住
宅
」の
情
報
開
示
が
重
要

で
す
。

急
が
れ
る「
登
録
住
宅
」の
確
保

お
知
ら
せ

〝
変
わ
り
ゆ
く
賃
貸
業
界
〞

大
阪
の
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演

日
管
協
　
塩
見
紀
昭
副
会
長　

日
管

協
副
会

長
の
塩

見
紀
昭

副
会
長

が
大
阪
府
支
部
の
オ
ー
ナ
ー
セ

ミ
ナ
ー
に
初
登
場
し
て「
今
、賃

貸
に
何
が
起
き
て
い
る
」で
講

演
。毎
回
、末
永
照
雄
会
長
が

最
終
日
に
講
演
。い
つ
も
満
席

続
き
で
し
た
。今
回
、塩
見
副

会
長
は
初
日
に
登
場
、気
に
な

る
テ
ー
マ
で
話
し
ま
し
た
。

　

東
京
で
9
，5
0
0
戸
を
管

理
す
る
管
理
会
社
の
代
表
で
日

管
協
の
東
京
都
支
部
長
。管
理

業
界
を
代
表
す
る
論
客
ぶ
り

で
知
ら
れ
た
存
在
で
す
。関
西

の
業
界
や
オ
ー
ナ
ー
に
も
賃
貸

管
理
業
に
迫
り
来
る
内
外
事

情
を
伝
え
る
機
会
と
な
り
、大

枠
で
主
に
次
の
よ
う
な
趣
旨
で

語
り
ま
し
た
。

　

賃
貸
経
営
環
境
の
大
き
な

変
化
に
よ
る
対
応
が
急
が
れ
る

こ
と
。日
管
協
は「
賃
貸
管
理

業
法
」制
定
が
目
標
。力
を
入

れ
て
き
た
賃
貸
不
動
産
経
営

管
理
士
育
成
も
5
万
人
に
近

づ
き
国
家
資
格
化
も
直
近
に

迫
っ
て
い
ま
す
。民
法
改
正
も

目
前
で
業
界
は
新
時
代
に
備
え

て
日
々
準
備
中
。

　

特
に
Ｉ
Ｔ
時
代
へ
の
対
応
は

重
要
と
、関
係
の
あ
る
H
P
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
は
新
た
な「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
」の
実
施

へ
本
格
ス
タ
ー
ト
。入
居
に
配
慮
を
要
す
る
民
間
賃
貸
住
宅
を
主
軸

に
し
た「
登
録
住
宅
」の
確
保
が
急
が
れ
ま
す
。

　

大
震
災
を
二
度
も
経
験

し
た
賃
貸
業
界
は
数
々
の

こ
と
を
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。管
理
会
社
に
と
っ
て

災
害
発
生
は
賃
貸
住
宅
と

居
住
者
、オ
ー
ナ
ー
を
い
か

に
守
る
か
、オ
ー
ナ
ー
への
説

得
、法
律
の
解
釈
、地
元
自

治
体
へ
の
対
応
。日
頃
の
準

備
が
役
立
ち
ま
す
。で
も
、

災
害
は
想
定
外
の
こ
と
を

も
た
ら
し
ま
す
。大
阪
府

支
部
で
は
定
期
的
に
こ
の

問
題
を
広
角
度
か
ら
捉
え

て
議
論
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
広
報
紙
担
当
）

新たな住宅セーフティネット制度の実施

全
国
か
ら
参
加「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
7
」

研
修
、交
流
、楽
し
み
、

内
容
充
実
し
て

　

日
管
協
が
主
催
、全
国
か
ら

来
場
者
が
集
ま
る
と
い
う
大
イ

ベ
ン
ト「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
7
」が
11
月
14
日（
火
）

東
京
都
港
区
の
明
治
記
念
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。全
国
か
ら

3
，3
0
4
人
、近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
61
社
1
5
1
人
が
参
加

し
ま
し
た
。「
賃
貸
業
界
の
今

と
未
来
が
わ
か
る　

ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
発
見
」と
全
国
か
ら
多

く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
支
部
か
ら
も

参
加
。5
時
間
と
い
う
短
い
時

間
の
中
で
得
る
も
の
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

　

全
体
構
成
は
①
委
員
会・研

究
会
セ
ミ
ナ
ー
②
実
行
委
員
会

セ
ミ
ナ
ー
③
協
賛
企
業
セ
ミ

ナ
ー
に
分
か
れ
、参
加
者
は
5

時
間
を
有
効
に
使
お
う
と
研

修
項
目
を
選
び
つつ
場
内
を
激

し
く
移
動
し
て
い
ま
し
た
。「
5

時
間
で
は
足
り
ま
せ
ん
、2
日

間
に
し
て
は
」な
ど
の
声
も
聞
こ

え
ま
し
た
。そ
れ
ほ
ど
聴
き
た
い
、

知
り
た
い
項
目
が
多
く
、そ
の
気

持
ち
も
わ
か
る
ほ
ど
で
し
た
。

民
法
改
正
に
関
心
集
ま
る

　

日
常
の
委
員
会
活
動
が
活
発

な
の
が
日
管
協
の
特
徴
で
、そ
の

結
果
を
各
委
員
が
発
表
。例
え

ば
法
務
委
員
会
か
ら
は
民
法

改
正
と
業
務
の
関
連
。こ
れ
な

ど
じ
っ
く
り
聴
き
た
い
テ
ー
マ
で

人でいっぱいフォーラム会場

場内で各支部との人事交流も

立見席も出た会場

塩見紀昭副会長
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会員 入会金 年会費 補足

プレミア会員 100,000円 48,000円

本会の取扱商品を積極的に導入してい

ただける方

（株式会社全管協共済会代理店として

「安心保険プラスⅢ」の取り扱いが必要

です。）

ナビ会員 140,000円 144,000円
全管協が推奨する賃貸管理ビジネスナ

ビ掲載商品を積極的に導入して頂ける

方

パートナー会
員

100,000円 360,000円 事前に登録商品の審査・承認が必要

［ 入会案内 ］

全国賃貸管理ビジネス協会は、全国の各地域で最も力のある賃貸仲介・管理会社が集まっている団

体です。各社の売上・利益はこの10年間で急速に伸びてきました。その秘密をお教えします。

企業数 1,６２３社 管理戸数250万戸

※その他詳細はお問い合わせください。※ナビ会員、パートナー会員は別途消費税がかかります。

◆日本最大の少額短期保険会社を活用（新商品販売で更に魅力アップ）

全管協にご入会いただくことで、㈱全管協共済会の家財保険のお取り扱いが可能となります。

㈱全管協共済会は、少額短期保険としては日本最大のグループ保有件数（116万件）を誇ります。

お勧めしやすい
シンプルな商品

高い代理店手数料
最高５５％

1K、2LDK等の、間取りにより定型の６コースを選択ボーナス手数料を含む

事務効率を支援するWEB型
代理店システム

計上業務や事故受付等をペーパーレス化

日本最大のネットワークを活かし、

地域社会への貢献と会員の発展を支援します

素早い事故対応
専任担当者が
業務サポート

賃貸住宅専門のプロの
事故対応者が対応

契約更新業務は申込書不要！
多様な保険料の払込方法

満期案内を会社が直送。お客様の保険料
払い込みにより契約成立。

代理店業務に精通した専任
アドバイザーが訪問ご支援

全国賃貸管理ビジネス協会関西支部 〒533‐0013 大阪市東淀川区豊里2‐25‐8 TEL:06‐6326‐3988


